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【 国 際 特 許 分 類 】
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   Ｃ ２ ３ Ｃ 8 / 3 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ２ １ Ｄ 1 / 0 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ２ １ Ｄ 1 / 7 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｃ ２ ３ Ｃ 8 / 0 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ２ ３ Ｃ 8 / 3 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ２ １ Ｄ 1 / 0 6 　 　 　 Ａ 　 　 　
　 Ｃ ２ １ Ｄ 1 / 7 6 　 　 　 Ｆ 　 　 　
　 Ｃ ２ １ Ｄ 1 / 7 6 　 　 　 Ｈ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 1 1 月 1 4 日 ( 2 0 2 4 . 1 1 . 1 4 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 処 理 炉 を 用 い た 金 属 部 材 の 処 理 方 法 で あ っ て 、
　 処 理 炉 内 に 金 属 部 材 を 投 入 す る 金 属 部 材 投 入 工 程 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 に 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス を 導 入 す る 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス 導 入 工 程 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 の 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス を 第 １ 温 度 に 加 熱 す る 第 １ 加 熱 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 加 熱 工 程 の 後 、 前 記 処 理 炉 内 に 窒 化 雰 囲 気 ガ ス ま た は 軟 窒 化 雰 囲 気 ガ ス を 導 入  
す る 主 雰 囲 気 ガ ス 導 入 工 程 と 、
　 前 記 金 属 部 材 を 窒 化 ま た は 軟 窒 化 す る た め に 、 前 記 処 理 炉 内 の 窒 化 雰 囲 気 ガ ス ま た は 軟  
窒 化 雰 囲 気 ガ ス を 第 ２ 温 度 に 加 熱 す る 第 ２ 加 熱 工 程 と 、
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 加 熱 工 程 中 に 、 液 体 状 態 の 有 機 溶 剤 が 、 前 記 処 理 炉 内 に 断 続 的 に 複 数 回 投 入 さ  
れ 、
　 前 記 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス は 、 ア ン モ ニ ア ガ ス を 含 ん で お り 、
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 少 な く と も 一 種 類 の 炭 化 水 素 を 含 有 す る 化 合 物 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 ホ ル ム ア ミ ド 、 キ シ レ ン 及 び ト ル エ ン の 内 の い ず れ か で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 処 理 炉 を 用 い た 金 属 部 材 の 処 理 方 法 で あ っ て 、
　 処 理 炉 内 に 金 属 部 材 を 投 入 す る 金 属 部 材 投 入 工 程 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 に 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス を 導 入 す る 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス 導 入 工 程 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 の 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス を 第 １ 温 度 に 加 熱 す る 第 １ 加 熱 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 加 熱 工 程 の 後 、 前 記 処 理 炉 内 に 窒 化 雰 囲 気 ガ ス ま た は 軟 窒 化 雰 囲 気 ガ ス を 導 入  
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す る 主 雰 囲 気 ガ ス 導 入 工 程 と 、
　 前 記 金 属 部 材 を 窒 化 ま た は 軟 窒 化 す る た め に 、 前 記 処 理 炉 内 の 窒 化 雰 囲 気 ガ ス ま た は 軟  
窒 化 雰 囲 気 ガ ス を 第 ２ 温 度 に 加 熱 す る 第 ２ 加 熱 工 程 と 、
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 加 熱 工 程 中 に 、 液 体 状 態 の 有 機 溶 剤 が 、 前 記 処 理 炉 内 に 断 続 的 に 複 数 回 投 入 さ  
れ 、
　 前 記 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス は 、 ア ン モ ニ ア ガ ス を 含 ん で お り 、
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 少 な く と も 一 種 類 の 塩 素 を 含 有 す る 化 合 物 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 、 テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 及 び テ ト ラ ク ロ ロ エ タ ン  
の 内 の い ず れ か で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス 導 入 工 程 に お い て 、 前 記 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス は 、 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス  
導 入 配 管 を 介 し て 前 記 処 理 炉 内 に 導 入 さ れ る よ う に な っ て お り 、
　 前 記 第 １ 加 熱 工 程 の 少 な く と も 一 部 の 期 間 中 、 前 記 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス 導 入 工 程 が 同 時 に  
実 施 さ れ る よ う に な っ て お り 、
　 前 記 期 間 中 、 液 体 状 態 の 有 機 溶 剤 が 、 前 記 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス 導 入 配 管 内 に 断 続 的 に 複 数  
回 投 入 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 １ 回 の 量 が １ ０ ～ ８ ０ ｍ ｌ で １ 秒 ～ ２ 分 間 を か け て 略 均 一 速 度 で 投 入  
さ れ 、 １ ０ 分 以 上 の 間 隔 を 空 け て ２ ～ ６ 回 投 入 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 温 度 は 、 ４ ０ ０ ℃ ～ ５ ０ ０ ℃ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 処 理 炉 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 に 金 属 部 材 を 投 入 す る た め の 金 属 部 材 投 入 機 構 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 に 連 通 す る よ う に 配 設 さ れ 雰 囲 気 ガ ス を 前 記 処 理 炉 内 に 導 入 す る 雰 囲 気 ガ  
ス 投 入 配 管 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 に 液 体 状 態 の 有 機 溶 剤 を 断 続 的 に 複 数 回 投 入 す る 有 機 溶 剤 投 入 装 置 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 の 雰 囲 気 ガ ス を 所 定 の 温 度 に 加 熱 す る 加 熱 装 置 と 、
を 備 え 、
　 前 記 雰 囲 気 ガ ス は 、 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス で あ り 、
　 前 記 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス は 、 ア ン モ ニ ア ガ ス を 含 ん で お り 、
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 少 な く と も 一 種 類 の 炭 化 水 素 を 含 有 す る 化 合 物 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 金 属 部 材 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 ホ ル ム ア ミ ド 、 キ シ レ ン 及 び ト ル エ ン の 内 の い ず れ か で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 処 理 炉 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 に 金 属 部 材 を 投 入 す る た め の 金 属 部 材 投 入 機 構 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 に 連 通 す る よ う に 配 設 さ れ 雰 囲 気 ガ ス を 前 記 処 理 炉 内 に 導 入 す る 雰 囲 気 ガ  
ス 投 入 配 管 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 に 液 体 状 態 の 有 機 溶 剤 を 断 続 的 に 複 数 回 投 入 す る 有 機 溶 剤 投 入 装 置 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 の 雰 囲 気 ガ ス を 所 定 の 温 度 に 加 熱 す る 加 熱 装 置 と 、
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を 備 え 、
　 前 記 雰 囲 気 ガ ス は 、 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス で あ り 、
　 前 記 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス は 、 ア ン モ ニ ア ガ ス を 含 ん で お り 、
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 少 な く と も 一 種 類 の 塩 素 を 含 有 す る 化 合 物 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 金 属 部 材 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 、 テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 及 び テ ト ラ ク ロ ロ エ タ ン  
の 内 の い ず れ か で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 有 機 溶 剤 投 入 装 置 は 、 前 記 雰 囲 気 ガ ス 導 入 配 管 を 介 し て 、 前 記 処 理 炉 内 に 液 体 状 態  
の 有 機 溶 剤 を 断 続 的 に 複 数 回 投 入 す る よ う に な っ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 乃 至 １ １ の い ず れ か に 記 載 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 有 機 溶 剤 投 入 装 置 は 、 前 記 雰 囲 気 ガ ス 導 入 配 管 の 上 流 側 に お い て 、 逆 止 弁 を 有 し て  
い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 乃 至 １ ２ の い ず れ か に 記 載 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 雰 囲 気 ガ ス 導 入 配 管 の 途 中 に 、 脱 湿 装 置 が 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 乃 至 １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 金 属 部 材 投 入 機 構 は 、 前 記 金 属 部 材 を 前 記 処 理 炉 内 に 対 し て 水 平 方 向 に 出 し 入 れ す  
る よ う に な っ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 乃 至 １ ４ の い ず れ か に 記 載 の 処 理 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ７ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ７ ９ 】
　 ま た 、 当 該 変 形 例 に よ れ ば 、 第 ２ 処 理 装 置 ５ ０ １ ” の 処 理 炉 ２ に お け る 軟 窒 化 処 理 と 、  
第 １ 処 理 装 置 ５ ０ １ ’ の 処 理 炉 ２ に お け る 次 の 金 属 部 材 Ｓ へ の 活 性 化 処 理 と を 、 同 時 に 実  
施 す る こ と が で き る た め 、 生 産 性 も 高 く な る 。
な お 、 出 願 時 の 請 求 項 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
［ 請 求 項 １ ］
　 処 理 炉 を 用 い た 金 属 部 材 の 処 理 方 法 で あ っ て 、
　 処 理 炉 内 に 金 属 部 材 を 投 入 す る 金 属 部 材 投 入 工 程 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 に 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス を 導 入 す る 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス 導 入 工 程 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 の 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス を 第 １ 温 度 に 加 熱 す る 第 １ 加 熱 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 加 熱 工 程 の 後 、 前 記 処 理 炉 内 に 窒 化 雰 囲 気 ガ ス ま た は 軟 窒 化 雰 囲 気 ガ ス を 導 入  
す る 主 雰 囲 気 ガ ス 導 入 工 程 と 、
　 前 記 金 属 部 材 を 窒 化 ま た は 軟 窒 化 す る た め に 、 前 記 処 理 炉 内 の 窒 化 雰 囲 気 ガ ス ま た は 軟  
窒 化 雰 囲 気 ガ ス を 第 ２ 温 度 に 加 熱 す る 第 ２ 加 熱 工 程 と 、
を 備 え 、
　 前 記 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス 導 入 工 程 に お い て 、 前 記 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス は 、 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス  
導 入 配 管 を 介 し て 前 記 処 理 炉 内 に 導 入 さ れ る よ う に な っ て お り 、
　 前 記 第 １ 加 熱 工 程 の 少 な く と も 一 部 の 期 間 中 、 前 記 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス 導 入 工 程 が 同 時 に  
実 施 さ れ る よ う に な っ て お り 、
　 前 記 期 間 中 、 液 体 状 態 の 有 機 溶 剤 が 、 前 記 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス 導 入 配 管 内 に 断 続 的 に 複 数  
回 投 入 さ れ る
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こ と を 特 徴 と す る 処 理 方 法 。
［ 請 求 項 ２ ］
　 前 記 第 １ 加 熱 温 度 は 、 ４ ０ ０ ℃ ～ ５ ０ ０ ℃ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 処 理 方 法 。
［ 請 求 項 ３ ］
　 前 記 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス は 、 ア ン モ ニ ア ガ ス を 含 ん で お り 、
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 少 な く と も 一 種 類 の 炭 化 水 素 を 含 有 す る 化 合 物 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 処 理 方 法 。
［ 請 求 項 ４ ］
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 ホ ル ム ア ミ ド 、 キ シ レ ン 及 び ト ル エ ン の 内 の い ず れ か で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 処 理 方 法 。
［ 請 求 項 ５ ］
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 １ 回 の 量 が １ ０ ～ ８ ０ ｍ ｌ で １ 秒 ～ ２ 分 間 を か け て 略 均 一 速 度 で 投 入  
さ れ 、 １ ０ 分 以 上 の 間 隔 を 空 け て ２ ～ ６ 回 投 入 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の 処 理 方 法 。
［ 請 求 項 ６ ］
　 前 記 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス は 、 ア ン モ ニ ア ガ ス を 含 ん で お り 、
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 少 な く と も 一 種 類 の 塩 素 を 含 有 す る 化 合 物 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ の い ず れ か に 記 載 の 処 理 方 法 。
［ 請 求 項 ７ ］
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 、 テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 及 び テ ト ラ ク ロ ロ エ タ ン  
の 内 の い ず れ か で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 処 理 方 法 。
［ 請 求 項 ８ ］
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 １ 回 の 量 が １ ０ ～ ８ ０ ｍ ｌ で １ 秒 ～ ２ 分 間 を か け て 略 均 一 速 度 で 投 入  
さ れ 、 １ ０ 分 以 上 の 間 隔 を 空 け て ２ ～ ６ 回 投 入 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 処 理 方 法 。
［ 請 求 項 ９ ］
　 処 理 炉 を 用 い た 金 属 部 材 の 処 理 方 法 で あ っ て 、
　 処 理 炉 内 に 金 属 部 材 を 投 入 す る 金 属 部 材 投 入 工 程 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 に 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス を 導 入 す る 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス 導 入 工 程 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 の 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス を 第 １ 温 度 に 加 熱 す る 第 １ 加 熱 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 加 熱 工 程 の 後 、 前 記 処 理 炉 内 に 窒 化 雰 囲 気 ガ ス ま た は 軟 窒 化 雰 囲 気 ガ ス を 導 入  
す る 主 雰 囲 気 ガ ス 導 入 工 程 と 、
　 前 記 金 属 部 材 を 窒 化 ま た は 軟 窒 化 す る た め に 、 前 記 処 理 炉 内 の 窒 化 雰 囲 気 ガ ス ま た は 軟  
窒 化 雰 囲 気 ガ ス を 第 ２ 温 度 に 加 熱 す る 第 ２ 加 熱 工 程 と 、
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 加 熱 工 程 中 に 、 液 体 状 態 の 有 機 溶 剤 が 、 前 記 処 理 炉 内 に 断 続 的 に 複 数 回 投 入 さ  
れ る
こ と を 特 徴 と す る 処 理 方 法 。
［ 請 求 項 １ ０ ］
　 処 理 炉 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 に 金 属 部 材 を 投 入 す る た め の 金 属 部 材 投 入 機 構 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 に 連 通 す る よ う に 配 設 さ れ 雰 囲 気 ガ ス を 前 記 処 理 炉 内 に 導 入 す る 雰 囲 気 ガ  
ス 導 入 配 管 と 、
　 前 記 雰 囲 気 ガ ス 導 入 配 管 内 に 液 体 状 態 の 有 機 溶 剤 を 断 続 的 に 複 数 回 投 入 す る 有 機 溶 剤 投  
入 装 置 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 の 雰 囲 気 ガ ス を 所 定 の 温 度 に 加 熱 す る 加 熱 装 置 と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 金 属 部 材 の 処 理 装 置 。
［ 請 求 項 １ １ ］
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　 前 記 有 機 溶 剤 投 入 装 置 は 、 前 記 雰 囲 気 ガ ス 導 入 配 管 の 上 流 側 に お い て 、 逆 止 弁 を 有 し て  
い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 処 理 装 置 。
［ 請 求 項 １ ２ ］
　 前 記 雰 囲 気 ガ ス 導 入 配 管 の 途 中 に 、 脱 湿 装 置 が 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ま た は １ １ に 記 載 の 処 理 装 置 。
［ 請 求 項 １ ３ ］
　 前 記 金 属 部 材 投 入 機 構 は 、 前 記 金 属 部 材 を 前 記 処 理 炉 内 に 対 し て 水 平 方 向 に 出 し 入 れ す  
る よ う に な っ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 乃 至 １ ２ の い ず れ か に 記 載 の 処 理 装 置 。
［ 請 求 項 １ ４ ］
　 前 記 雰 囲 気 ガ ス は 、 活 性 化 雰 囲 気 ガ ス で あ り 、
　 前 記 処 理 炉 と は 別 に 窒 化 用 ま た は 軟 窒 化 用 の 第 ２ 処 理 炉 が 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 乃 至 １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 処 理 装 置 。
［ 請 求 項 １ ５ ］
　 処 理 炉 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 に 金 属 部 材 を 投 入 す る た め の 金 属 部 材 投 入 機 構 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 に 連 通 す る よ う に 配 設 さ れ 雰 囲 気 ガ ス を 前 記 処 理 炉 内 に 導 入 す る 雰 囲 気 ガ  
ス 投 入 配 管 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 に 液 体 状 態 の 有 機 溶 剤 を 断 続 的 に 複 数 回 投 入 す る 有 機 溶 剤 投 入 装 置 と 、
　 前 記 処 理 炉 内 の 雰 囲 気 ガ ス を 所 定 の 温 度 に 加 熱 す る 加 熱 装 置 と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 金 属 部 材 の 処 理 装 置 。
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